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第 1 章 概要 

 

1 特定健康診査・特定保健指導の導入の趣旨 

 

（1）生活習慣病対策の必要性 

高齢化の急速な進展とともに疾病構造が変化する中、生活習慣病は年々増加し、わが

国の死亡原因の約 6 割、国民医療費の約 3 分の 1を占めるようになった。 

生活習慣病の中でも、特に、心疾患、脳血管疾患等の発症の重要な危険因子である糖

尿病、高血圧症、高脂血症の有病者やその予備群が増加しており、その発症前の段階で

あるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者と予備群と考えら

れる者をあわせた割合は、男女とも 40 歳以上で男性の２人に 1 人、女性の 5 人に１人

に達している。 

生涯にわたってＱＯＬ（生活の質）の維持・向上をするためには、生活習慣病の発症、

あるいは重症化や合併症への進行の予防に重点を置いた取り組みが重要であり、一人当

たりの老人医療費が県内では比較的高い七ヶ浜町にとっても、喫緊の課題となっている。 

 

（2）特定健診・特定保健指導の基本的な考え方 

近年の医療の実態を見ると、高齢期に向けて生活習慣病の外来受療率が序々に増加し、

75 歳を境にして生活習慣病を中心とした入院受療率が上昇している。これを個人に置

き換えてみると、不適切な食生活や運動不足などの不健康な生活習慣がやがて糖尿病、

高血圧症、高脂血症、肥満症などの生活習慣病の発症を招き、通院し投薬が始まり、生

活習慣の改善がないまま疾患が重症化し、虚血性心疾患や脳卒中などの発症に至ってい

る。 

このような状況は、ＱＯＬ（生活の質）の低下を招くものであるが、これは若い時か

らの生活習慣病の予防により防げるものである。生活習慣病の境界域段階で留めること

ができれば、その結果として、医療費の増加を抑えることも可能となる。 

こうした考えに立ち、今回の医療構造改革においては、国・都道府県・医療保険者が

メタボリックシンドロームの発生を減少するなどの目標を定め、それぞれの役割に応じ

た必要な取組を進めることになった。 

このうち医療保険者（国民健康保険・被用者保険）については、健診・保健指導の確

実な実施が期待できることなどから、「高齢者の医療の確保に関する法律」により平成

20 年度から、40～74 歳の加入者（被保険者・被扶養者）を対象とし、内臓脂肪型肥満

に着目した生活習慣病予防のための特定健康診査及び特定保健指導の実施が義務付け

られることになった。 

平成 20 年度から、国民健康保険の医療保険者である七ヶ浜町としても、被保険者の

内臓脂肪型肥満に着目した早期介入・行動変容を目的に、健診の実施、そして今まで以

上に結果の出る保健指導を基本的な考えとして実施することになる。 
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図表 1：特定健康診査・特定保健指導の基本的な考え方 

 これまでの健診・保健指導 これからの健診・保健指導 

健診・保

健指導の

関係 

●健診に付加した保健指導 ●内臓脂肪型肥満に着目した

生活習慣病予防のための保健

指導を必要とする者を抽出する

健診 

特徴 ●プロセス(過程)重視の保健

指導 

●結果を出す保健指導 

目的 ●個別疾患の早期発見・早期

治療 

●内臓脂肪型肥満に着目した

早期介入・行動変容 
※リスクの重複がある対象者に対し、医

師、保健師、管理栄養士等が早期介入

し、行動変容につながる保健指導を行う

保健指導

の対象者 

●健診結果の伝達、理想的

な生活習慣に係る一般的な

情報提供 

●自己選択と行動変容 
※対象者が代謝等の身体のメカニズムと

生活習慣との関係を理解し、生活習慣の

改善を自ら選択し、行動変容につなげる

保健指導

の対象者 

●健診結果で「要指導」と指

摘され、健康教育等の保健事

業に参加した者 

●健診受診者全員に対し、必要

度に応じ、階層化された保健指

導を提供 
※リスクに基づく優先順位をつけ、保健

指導の必要性に応じて「情報提供」「動

機づけ支援」「積極的支援」を行う 

方法 ●一時点の健診結果のみに

基づく保健指導 

画一的な保健指導 

●健診結果の経年変化及び将

来予測を踏まえた保健指導 

●データ分析等を通じて集団と

しての健康課題を設定し、目標

に沿った保健指導を計画的に実

施 

●個々人の健診結果を読み解く

とともに、ライフスタイルを考慮し

た保健指導 

評価 ●アウトプット（事業実施量）

評価 
※実施回数や参加人数 

●アウトカム（結果）評価 
※糖尿病等の有病者・予備群の２５％減

少 

実施主体 

 

●市町村 

 

●医療保険者 

 

2 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目する意義 

 

平成 17 年４月に、日本内科学会等内科系 8 学会が合同でメタボリックシンドローム

の疾患概念と診断基準を示した。 

これは、内臓脂肪型肥満を共通の要因として、高血糖、脂質異常、高血圧を呈する病

態であり、それぞれが重複した場合は、虚血性心疾患、脳血管疾患等の発症リスクが高

く、内臓脂肪を減少させることでそれらの発症リスクの低減が図られるという考え方を

基本としている。 

すなわち、内臓脂肪型肥満に起因する糖尿病、高脂血症、高血圧は予防可能であり、

また発症後でも、血糖、血圧等をコントロールすることにより心筋梗塞等の心血管疾患、

最新の 科学

的知識と、課

題抽出の た

めの分析 

行動変容を促

す手法 

Ｐ２ 



脳梗塞等の脳血管疾患、人工透析を必要とする腎不全などへの進展や重症化を予防する

ことは可能であるという考え方である。 

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の概念を導入することにより、内臓脂

肪の蓄積、体重増加が血糖や中性脂肪、血圧などの上昇をもたらすとともに、様々な形

で血管を損傷し、動脈硬化を引き起こし、心血管疾患、脳血管疾患、人工透析の必要な

腎不全などに至る原因となることを詳細にデータで示すことができるため、健診受診者

にとって、生活習慣と健診結果、疾病発症との関係が理解しやすく、生活習慣の改善に

向けての明確な動機づけができるようになると考えられる。 

 

3 実施計画の性格 

 

この特定健康診査等実施計画書は、「高齢者の医療の確保に関する法律」第 18 条（特

定健康診査等基本指針）及び第 19 条（特定健康診査等実施計画）に基づき、特定健康

診査及び特定保健指導を効率的かつ効果的に実施していくための必要な事項や目標を

整理したものである。 

計画については、5年間を 1期とし、第 1期は平成 20 年度から平成 24年度までとし、

5 年ごと全体的に改定するものであり、内容等策定については、平成 19 年度第 3 回七

ヶ浜町国民健康保険運営協議会において審議し、同協議会長より答申されたものである。 

なお、健康増進法に基づき、七ヶ浜町の保健事業全体の方策等を総合的にとりまとめ

た「健康日本 21 七ヶ浜町健康増進計画（平成 19 年 9 月策定）」とは、相互に調和が保

たれたものとして位置付けるものとする。 
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第 2 章 健診及び健康の現状と課題 

1 七ヶ浜町の健康状況の特徴 

 

高齢化社会を迎えて、町民の疾病の全体に占める高血圧性疾患・心疾患・糖尿病など

の割合が増加し、これらに起因した認知症・寝たきりなどの要介護者も増加傾向にある。 

平成 18 年度の介護認定の原因疾患をみると第 1 位は脳血管疾患（35％）であり、50

歳代から出現し、ピークは 70 歳代である。また、脳血管疾患、心疾患、高血圧症、動

脈硬化性疾患、糖尿病等とメタボリックシンドロームが関与する疾患すべての割合は介

護認定の原因疾患の 41.5％を占めている。 

また、町民の死因別割合では悪性新生物(がん)による死亡割合が第 1位で全死亡の 3

割以上を占め、これを含む生活習慣病による死亡の割合が 6割以上を占めている状況で

ある。平成 13～17 年の脳血管疾患の標準化死亡比（図表 24-Ｐ25）をみると、男性に

おいては県平均より 50.2％高く、町の健康問題の課題と思われる。一方、女性は、県

平均より 10.8％低くなっている。 

 

2 生活習慣病の治療状況（レセプトデータからの分析） 

 
（1）平成 18 年 5 月診療分全疾病分析 
 平成 18 年 5 月診療分の全疾病分析を行い、当町の地域特性と健康課題を把握した。

行政区ごとの比較で平均医療費に格差がみられたが、一部の被保険者による高額医療が

その行政区の平均値をあげている。町全体で受療者の割合が最も高かったのは 60 歳代

(39.6％)であった。また、最も割合が低かったのは 40 歳代(5.7％)であり、40 歳代か

ら 60 歳代までは加齢とともに受療者が増加している。 
 
 特に糖尿病の分析では次の指摘を受けている。 

① 男女とも 60 歳代に糖尿病患者が最も多く、年齢とともに糖尿病の割合が増加

する傾向がみられた。 
② 糖尿病の合併症を有する患者は 25.5％いる。 

糖尿病腎症が 9.6％、男女とも 50 歳代から年齢とともに増加している。 
糖尿病性網膜症 7.9％、神経障害 15.4％、心疾患の 18.2％については年齢の

増加とは関連がみられなかった。しかし、脳血管疾患の割合 12.2％について

は、女性が 40 歳代から年齢の増加とともに上昇する傾向があった。 

③ 合併症が医療費総額に与える影響として、腎症、網膜症、神経障害、脳血管疾

患による医療費増加分は糖尿病患者の全医療費のうち 43.4％を占めていた。 
④ 合併症、重症化の予防が特に重要、また、心疾患の合併症の有無による有意差

がみられないので糖尿病の大血管への影響を少なくする予防が必要である。 
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（2）平成 19 年 5 月診療分全疾病分析 
 平成 19 年 5 月診療分全疾病分析を行い、どの様な生活習慣病が多いのか調べてみた。 
宮城県の市町村平均との比較であるが、特に割合の差が、男の高血圧で大きい。次いで 
男性の虚血性心疾患、女性の高血圧となっている(図表 2)。糖尿病は割合が県平均と同 

様であるが、合併症は糖尿病神経障害が男女とも多い。（図表 3） 

 
図表 2：生活習慣病全体の分析（70 歳未満の抜粋） 

生活習慣病 脳血管疾患 虚血性心疾患 高血圧  
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

市町村(男性)計 56,229 19.7 8,795 15.6 10,101 18.0 41,272 73.4
七ヶ浜町（男性） 518 20.7 76 14.7 115 22.2 407 78.6
市町村(女性)計 60,118 20.7 6,537 10.9 8,815 14.7 43,164 71.8
七ヶ浜町（女性） 554 21.6 63 11.4 90 16.2 417 75.3

 

図表 3：糖尿病合併症の割合（70 歳未満の抜粋） 

人工透析 腎症 網膜症 神経障害  
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

市町村(男)計 455 0.8 2,249 4.0 1,654 2.9 1,761 3.1
七ヶ浜町（男） 1 0.2 15 2.9 13 2.5 22 4.2
市町村(女)計 192 0.3 1,178 2.0 1,356 2.3 1,259 2.1
七ヶ浜町（女） 1 0.2 5 0.9 12 2.2 20 3.6

 

 各年代でみると生活習慣病の割合は40歳代から50歳代で男性が2倍の割合に女性は 

４倍と急増している。女性の 20 歳代に 3 名の脳血管疾患が発病し、生活習慣病の半数

が高脂血症の治療者をしていることからもメボリックシンドロームの予防は重要であ

る。（図表 25-P26）また、高血圧性疾患、糖尿病性疾患、高脂血症等の重複状況をみる

と高血圧と高脂血症(18.3%)、高血圧と糖尿病(12.9%)、高血圧・糖尿病・高脂血症の３

疾患の重複が 11.1%となっている。基本健診結果と同様なレセプト状況であった。 

 

（3）１年間の高額レセプト分析(平成 18 年 6 月から平成 19 年 5 月診療分) 
 １年間のレセプトから１ヶ月 150 万円以上の高額レセプトを抽出(図表 26－P27)し、 

その基礎疾患や入院時の状況を調べてみた。23 名のうち悪性新生物が 10 名(43％)であ 

り、循環器疾患が 9 名(39％)で残りの 4名は変形性関節症の手術であった。循環器疾患 

の基礎疾患に糖尿病がみられるのは 6人いた。対策の一環として、各種がん検診の受診 

率の増加と早期発見・早期治療の啓発、食生活を含む生活習慣改善のポピュレーション 

アポローチを今後より推進する。また、糖尿病予防対策も特定保健指導の徹底とポピュ 

レーションアポローチで予防活動と重症化予防を図ることが重要である。 
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（4）平成 19 年度人工透析患者のレセプト分析 
  平成 19 年度の腎臓機能障害による身体障害者手帳を交付されている町民は、27 名で 

その内、国保被保険者 74 歳までの 13 名について傷病、医療費等の実態(図表 27－P28) 

を調べた。平成 18 年度に新規で透析を開始した 2名の 1年半から最長期間は 32 年とな 

っている。男性が 8 名、女性 5名で全員が本態性高血圧症・高血圧である。糖尿病は 5 

名、虚血性心疾患・脳血管疾患は 10 名と全員が生活習慣病の基礎疾患をもっている。 

また、要介護になり介護サービスを受けている人も 3 名いる。医療費については、平成 

19 年 5 月の診療分でみると一人月平均 414,514 円で、年額費用では一人平均 4,974,166 

円となっている。 

人工透析は長期に治療が継続することになり結果的に医療費の高額を招くので、腎臓 

機能障害を引き起こす糖尿病をはじめ生活習慣病の予防の推進が重要である。 

  

（5）6 ヶ月以上入院しているレセプト分析 

 平成 18 年 6 月から平成 19 年 5月の１年間に、6ヶ月以上の入院を継続している患者 

(74 歳未満)を抽出し傷病名等を調べてみたが、合計 18 名中 10 名は統合失調症で長期 

に入院している。入院時の年齢も 20 歳代からと 比較的若年で現在の家庭状況をみる 

と独り世帯となっており、社会的入院の要因がみえる。障害者福祉・保健との連携で 

退院の促進を図りたい。 

 他の 8 名をみると 4名は虚血性心疾患、脳血管疾患である。その中の 3名についても 

脳梗塞後遺症による障害が重いここと独り世帯になっているという問題、また、脳梗塞 

発症の前には高血圧症があり未治療の期間がみられる。 

 

  3 健康状況（基本健康診査からの分析） 

 
（1）宮城県平成 17 年度老人保健事業報告から分析 

人口規模と高齢化率が県内で同等の市町村である大和町、大河原町、そして隣接する

多賀城市と比較してみた（図表 28－Ｐ29）。七ヶ浜町と大河原町は人口対の受診率も男

性 20％、女性 30％台と同レベルである。指導区分をみると男性は三町とも要指導は県

平均より低いが要医療は 3～8％高い。女性では要指導が 7.2％低く、要医療が 3.7％高

い。七ヶ浜町の特徴を検査項目ごとにみると、男性の血圧結果は他市町と比べ軽症・中

等度・重症とも上回り、県平均より 6.8％も高い。また、問診項目の喫煙率をみると男

女とも 3～3.5％も県平均より高い状況にある。 

 

（2）基本健康診査の年次推移からの分析 

基本健康診査判定基準の改正により平成16年度から平成19年度までの4年間の推移

（図表 29－Ｐ30～34）をみたが、40 歳から 74 歳までの総数では男女とも収縮期血圧の  

  有所見率が高い。次いでＢＭＩ（体格指数）となっている。各年代では、40 歳代と

50 歳代の男性で中性脂肪、40 歳代の女性でＢＭＩが一番高い有所見率である。 
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また、年代が高くなるとＢＭＩと収縮期血圧の有所見率は、平成 17 年度から平成 19

年度の 3 年間同様に増加している。血糖検査の有所見率も増加傾向にあり、女性の方が

その傾向が大きい。 

 
（3）有所見率の年代別推移からみた特徴 

平成 19 年度基本健康診査の結果により、国民健康保険被保険者の有所見率の性別と

年代別推移をみた。なお平成 19 年度は、腹囲測定を実施したのでＢＭＩとの比較も行

った。（図表 30－Ｐ35） 

 

【男性における特徴】 
① 腹囲とＢＭＩでの有所見率は 10～20％の差がある。 

② 腹囲がＢＭＩより高率であることから、内臓脂肪蓄積の疑いが大きい。 

③ 収縮期血圧が 50 歳代から 60 歳代で 20％も増加する。 

④ 女性と比べ収縮期血圧は 40 歳代で 2倍の有所見率になっている。 

⑤ 40・50 歳代の中性脂肪については、有所見率が 50％以上と高いが、60 歳代に

なると低下する。 

【女性における特徴】 
①収縮期血圧は、40 歳代から 50 歳代で約 2.1 倍と有所見率が増加している。 

②腹囲とＢＭＩの増加はほぼ比例しているが、50 歳代からは腹囲よりＢＭＩが高

くなることから、皮下脂肪の蓄積の疑いが大きい。 

 

（4）メタボリックシンドローム該当者及び予備群の抽出 

平成 19 年度は腹囲測定を実施して、メタボリックシンドローム該当者及び予備群の

抽出を行った。図表 31（Ｐ36）は、平成 19 年度基本健診受診者の国保被保険者を抽出

したものである。男女それぞれの腹囲基準値以上の割合は、男性が受診者の 59.8％、

女性が 45.2％と、男性の方が高い。メタボリックシンドローム該当者と予備群を比較

すると、男女とも予備群の方が約 2～4％多い。また性別で比較すると、該当者では 8.5％、

予備群では 6.3％と男性が共に高い。なお、有所見の重複状況をみると、男女とも予備

群の高血圧が一番高い。 

 

（5）血圧分類とリスク分類 

以上の分析からみても、高血圧の有所見が当町の重点課題といえる。血圧分類におい

てどの段階が多いかを明らかにするために、高血圧治療ガイドラインに基づき分類を行

った（図表 4）。各年代の血圧有所見者の 7～8割は、軽症高血圧であった。 

しかし、高血圧以外の危険因子及び高血圧による臓器障害の有無など他の要因と重な

ることで、より高血圧発症の危険性が高まるといわれている。そこで、ガイドラインに

示されている他の要因との重なりの種類やリスク個数ごと階層化されたフロー図（図表

32－Ｐ37）により、高血圧者を振り分けたのが図表 5 である。これによると、軽症高血
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圧と判定された 431 名の中で 50.6％、中等度高血圧の判定者では 56.2％とリスク要因

でみると高リスクとなっている。血圧値の結果だけでなくリスクを考慮した保健指導が

重要である。 

 
図表 4：血圧分類 

血圧分類 

軽症高血圧 中等度高血圧 重症高血圧 

最高 140～159mmHg

または最低 90～

99mmHg 

最高 160～179mmHg

または最低 100～

109mmHg 

最高 180mmHg～ま

たは最低 110mmHg

～ 

 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

受診者数 1,836 431 23.5 105 5.7 24 1.3

40 歳代 172 20 26.7 3 4.0 1 1.3

50 歳代 303 54 46.6 13 10.2 1 0.8

60 歳代 893 224 60.7 50 13.6 14 3.8

70～74 歳 468 133 57.6 39 16.9 8 3.5

 

 

図表 5：リスク要因の重なりによるリスク分類 
低リスク 中等リスク 高リスク 

 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

受診者数 1,836 20 1.1 239 13.0 264 14.4

40 歳代 172 4 2.3 13 7.6 7 4.1

50 歳代 303 6 2.0 31 10.2 31 10.2

60 歳代 893 10 1.1 126 14.1 152 17.0

70～74 歳 468 0 0 69 14.7 111 23.7

軽症高血圧 中等度高血圧 重症高血圧 
 

人数 (％) 人数 (％) 人数 (％) 

項 目 有所見者数 431 (100) 105 (100) 24 (100) 

危険因子なし 
20 (4.6) 

（低リスク） 

4 (3.8) 

（中リスク） 

2 (8.4) 

（高リスク） 

糖尿病以外の 1

～2個あり 

193 (44.8) 

（中リスク） 

42 (40.0) 

（中リスク） 

8 (33.3) 

（高リスク） 血圧以外

のリスク 

要因 
糖尿病、臓器障

害、心血管疾

患、3 個以上の

危険因子のい

ずれかがあり 

218 (50.6) 

 

（高リスク） 

59 (56.2) 

 

（高リスク） 

14 (58.3) 

 

（高リスク） 
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4 後期高齢者の医療費の状況 

 
（1）平成 18 年度における老人医療費の状況 

平成 14 年度から 3年連続県内 1 位だった一人当たりの老人医療費は、平成 17 年度で

8 位、そして平成 18 年度においても 8 位となり、同じ医療圏でもある塩竈地区二市三

町において、当町は最も低くなった。 

しかし県平均では、前年度比 1.0％増だったのに対し、当町では 3.0％増加している。

ほぼ前年度横ばいとも言える数値ではあるが、若干増加した要因を分析すると、入院の

一人当たり医療費が 6.5％増えたのが結果的には全体の医療費に影響していた。この入

院について、「受診率」においては前年度と同率。「一件当たりの日数」は 2.5％減少し

たものの、逆に「一日当たりの診療費」が 9.3％増加した。これらの関係する数値だけ

で全体を推測すると、入院の高額医療傾向が若干増加したものと言える。 

 

（2）後期高齢者医療費の分析 

当町と隣接する塩竈市・多賀城市は、人口密度が高く、東北でも上位 3番以内となっ

ている。人口密度と比例して、医療機関も密集している。そのため、外来の受診が医療

費全体を押し上げているような印象を持つが、統計的にはそう言えない結果となってい

る。入院外でみると、「受診率」は県内平均を 5.3％ほど上回っているが、「一人当たり

の診療費」は県内平均を 7.6％下回り、「一件当たりの日数」においては 13.9％も下回

っている。この数値を見るだけでは、多受診・頻回受診の傾向が多くはないと言える。 

しかしながら毎年、「一人当たりの医療費」が県内で上位となっており、これらは、

入院における「一日当たりの診療費」が高額であることが大きな要因と言える。 

本町の特徴としては、若年者層で発生した生活習慣病が高齢になるにつれ慢性化し、

更には重症化している者が比較的多いように思われる。こういった傾向は本町に限らず

全国的な問題となっている。 
 

図表 6：一人当たりの老人医療費における年次推移 (県平均、管内比較) 

 

600,000

650,000

700,000
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図表 7：一人当たりの老人医療費における年次推移 

年度 
一人当たりの 

医療費 
対前年度比 県内位 宮城県平均 県平均比 

14 776,823 円  1 681,999 円 113.9% 

15 795,526 円 102.4% 1 699,422 円 113.7% 

16 801,338 円 100.7% 1 715,775 円 112.0% 

17 783,757 円  97.8% 8 758,542 円 103.3% 

18 807,472 円 103.0% 8 765,808 円 105.4% 

 

図表 8：（入院・入院外別）一人当たりの老人医療費における医療費推移 

年度 
一人当たりの 

医療費 
対前年度比 県内位 宮城県平均 県平均比 

入 院 

14 30,051 円  1 23,459 円 128.1% 

15 30,573 円 101.7% 3 24,799 円 123.3% 

16 31,297 円 102.4% 1 25,286 円 123.8% 

17 29,678 円  94.8% 6 27,409 円 108.3% 

18 31,611 円 106.5% 6 27,855 円 113.5% 

入 院 外 

14 19,237 円  43 20,584 円 93.5% 

15 19,522 円 101.5% 32 19,718 円 99.0% 

16 19,330 円  99.0% 33 19,949 円 96.9% 

17 18,856 円  97.5% 22 20,460 円 92.2% 

18 19,047 円 101.0% 19 20,617 円 92.4% 

 

図表 9：老人医療における受診率の年次推移 （100 人当たり／月） 

年度 受診率 対前年度比 県内位 宮城県平均 県平均比 

入 院 

14 6.52 件  8 5.83 件 111.8% 

15 6.82 件 104.6% 8 6.10 件 111.8% 

16 6.58 件  96.5% 14 6.24 件 105.4% 

17 6.69 件 101.7% 17 6.60 件 101.4% 

18 6.69 件 100.0% 18 6.67 件 100.3% 

入 院 外 

14 143.6 件  5 135.1 件 106.3% 

15 149.2 件 103.9% 3 136.6 件 109.2% 

16 148.8 件  99.8% 5 138.2 件 107.7% 

17 148.2 件  99.6% 4 139.3 件 106.4% 

18 147.9 件  99.8% 4 140.5 件 105.3% 
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第 3 章 特定健康診査等実施の方針 

 

1 特定健康診査・特定保健指導の対象者 

 

（1）特定健康診査の対象者 

七ヶ浜町国民健康保険の被保険者のうち、特定健康診査の実施年度中に 40～74 歳と

なる者で、かつ当該実施年度の一年間を通じて加入している者が対象者となる。 

なお、以下①②の場合は、特定健診の対象者から除くものとする。 

【対象から除く者】 

① 年度途中での加入・脱退等異動があった者 

② 妊産婦その他厚生労働大臣が定める者（刑務所入所中、海外在住、長期入院等

告示で規定） 

※特定健康診査に相当する他の健康診査（労働安全衛生法に基づく事業者健診、

人間ドック等）を受けた者のうち、結果データ等を受領した者は、受診した者と

みなす。 

※上記の事由により、法に基づく特定健診の対象外となる者（医療保険者に実施

義務が生じない者）においても、本人の求めに応じ、健康診査そのものは受診で

きるものとする。 
 

図表 10：平成 20～24 年度特定健診対象者推計 

 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

40～64 歳 2,123 2,113 2,104 2,094  2,084 
対象者 

65～74 歳 1,849 1,906 1,964 2,023  2,085 

対象から除く者 -20 -20 -20 -20  -20 

計 3,952 3,999 4,048 4,097  4,149 

 
図表 11：平成 19 年度基本健康診査で見た年齢階層別受診率（七ヶ浜町） 

年齢 受診者数 年齢構成率 受診率 

40～44 歳   82 名  4.5% 31.5% 

45～49 歳   90 名  4.9% 
 9.4% 

30.4% 

50～54 歳  121 名  6.6% 36.3% 

55～59 歳  182 名  9.9% 
16.5% 

33.3% 

60～64 歳  350 名 19.1% 50.1% 

65～69 歳  544 名 29.6% 
48.7% 

56.4% 

70～74 歳  467 名 25.4% 25.4% 56.3% 

計 1,836 名   46.7% 

Ｐ１１



（2）特定保健指導の対象者 

特定保健指導の対象者は、特定健康診査の結果により、健康の保持に努める必要があ

る者であり、腹囲が 85cm 以上（男性）・90cm 以上（女性）の者、または腹囲が 85cm 未

満（男性）・90cm 未満（女性）の者で BMI が 25 以上の者のうち、血糖（空腹時血糖が

100mg/dl 以上、HbA1c が 5.2％以上）・脂質（中性脂肪 150mg/dl 以上、HDL コレステロ

ール 40mg/dl 以下）・血圧（収縮期 130mmHg、拡張期 85mmHg 以上）に該当する者（糖尿

病、高血圧症又は高脂血症の治療に係る薬剤を服用している者を除く）である。 

また、図表 12 にあるように、追加リスクの多少と喫煙歴の有無により、動機付けが

必要な者（動機付け支援）と継続して支援が必要な者（積極的支援）となるのかが異な

る。 

なお、腹囲の測定に代えて内臓脂肪面積の測定（CT スキャン等で測定した腹部の断

面画像にて内臓脂肪の占める断面積）を行う場合には、「腹囲が基準値以上の者」は「内

蔵脂肪面積が 100 平方 cm 以上の者」と読み替える。 

 

図表 12：特定保健指導の対象者（階層化） 
追加リスク 対 象 

腹 囲 
①血糖②脂質③血圧 

④喫煙歴
40～64 歳 65～74 歳 

2 つ以上該当  

あり 

積極的 

支援 
≧85cm(男性) 

≧90cm(女性) 1 つ該当 
なし  

動機付け 

支援 

3 つ該当  

あり 

積極的 

支援 
2 つ該当 

なし 

上記以外で 

BMI≧25 

1 つ該当  
 

動機付け 

支援 

（注）喫煙歴の斜線欄は、階層化の判定が喫煙歴の有無に関係ないことを意味する 

 
図表 13：平成 19 年度基本健康診査で推定した特定保健指導対象者（七ヶ浜町） 

性別 年齢 動機づけ支援 積極的支援 計 

40～64 歳  26 名 101 名 127 名 

65～74 歳 150 名  150 名 男性 

40～74 歳 176 名 101 名 277 名 

40～64 歳  41 名  36 名  77 名 

65～74 歳  93 名   93 名 女性 

40～74 歳 134 名  36 名 170 名 

40～64 歳  67 名 137 名 204 名 

65～74 歳 243 名  243 名 合計 

40～74 歳 310 名 137 名 447 名 
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図表 14：特定保健指導の対象者の発生率推計（七ヶ浜町） 

性別 年齢 動機づけ支援 積極的支援 計 

40～64 歳  8.2% 31.7% 39.9% 

65～74 歳 31.7%  31.7% 男性 

40～74 歳 22.2% 12.8% 35.0% 

40～64 歳  8.1%  7.1% 15.2% 

65～74 歳 17.3%  17.3% 女性 

40～74 歳 12.8%  3.4% 16.2% 

40～64 歳  8.1% 16.6% 24.7% 

65～74 歳 24.0%  24.0% 合計 

40～74 歳 16.9%  7.5% 24.4% 

（注）平成 19 年度基本健康診査の実績値に基づく 

 

図表 15：特定保健指導の対象者の発生率推計における、国との比較 

性別 年齢 動機づけ支援 積極的支援 計 

40～64 歳  4.5% -4.0%  0.5% 

65～74 歳 -0.3%  -0.3% 男性 

40～74 歳  7.4% -10.5% -3.1% 

40～64 歳 -2.1%  1.1% -1.0% 

65～74 歳  2.1%   2.1% 女性 

40～74 歳  1.3% -1.1%  0.3% 

40～64 歳  0.3% -2.9% -2.6% 

65～74 歳  1.0%   1.0% 合計 

40～74 歳  3.8% -5.9% -2.2% 

（注）図表 11 の七ヶ浜町の推計値から全国の発生率推計値（国資料）を差し引いた値 

 

図表 16：特定保健指導の対象者推計 

指導内容 
年度 

特定健診 

受診者推計 動機づけ支援 積極的支援 情報提供 

平成 20 年度 1,788 名  90 名  40 名 

平成 21 年度 2,000 名 115 名  52 名 

平成 22 年度 2,226 名 141 名  67 名 

平成 23 年度 2,458 名 153 名  74 名 

平成 24 年度 2,697 名 185 名  91 名 

受診者全員 

（注）図表 17 の目標値からの推計
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2 達成しようとする目標 

 

特定健康診査、特定保健指導、メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の

減少率の目標値を、図表 17 のとおり設定する。 
なお、第 1 期七ヶ浜町特定健診等実施計画における最終年度（平成 24 年度）の

目標値については、特定健康診査等基本指針の参酌標準をもとにしている。 

 

図表 17：七ヶ浜町国民健康保険の目標値 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

特定健康診

査の実施率 
45％ 50％ 55％ 60％ 65％ 

特定保健指

導の実施率 30％ 35％ 40％ 40％ 45％ 

メタボリッ

クシンドロ

ームの該当

者及び予備

群の減少率 

平成 20 年度を基準年度として、平成 24 年度に 10％減少 

 

図表 18：目標設定率の基本的な定義 

 算定式 

当該年度中に実施した特定健診の受診者数 特定健康診査の

実施率  
当該年度末における、40～74 歳の被保険者数 

当該年度の動機づけ支援利用者数 ＋ 当該年度の積極

的支援利用者数 特定保健指導の

実施率  当該年度の健診受診者のうち、階層化により動機づけ支

援の対象とされた者の数 ＋ 積極的支援の対象とされ

た者の数 
平成 24 年度の健診データにおけるメタボリックシンド

ロームの該当者及び予備群の数 
メタボリックシ

ンドロームの該

当者及び予備群

の減少率 

 
平成 20 年度の健診データにおけるメタボリックシンド

ロームの該当者及び予備群の数 

 

 

3 特定健康診査の実施の方法 

 

（1）実施の方法・場所 

特定健康診査は、受診者の利便性を考慮し、七ヶ浜町内の公共施設等を会場として集

団健診により実施するものとする。 
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（2）実施項目及び自己負担金 

全ての対象者が受診しなければならない項目（基本的な健診の項目）、または医師が

必要と判断した場合に選択的に受ける詳細な健診（詳細な健診の項目）は、図表 19 及

び図表 20 の項目とする。 

なお、特定健康診査を受診する際の自己負担については、1,300 円とする。 

 

図表 19：基本的な健診の項目 

項目 備考 

既往歴の調査 服薬歴及び喫煙習慣の状況に係る調査（質問票）を含む

自覚症状及び他覚

症状の有無の検査 
理学的検査（身体診察） 

身長、体重及び腹囲

の測定 

腹囲は、厚生労働大臣が定める基準（BMI が 20 未満の者、

もしくは BMI が 22 未満で自ら腹囲を測定し、その値を申

告した者）に基づき測定する。 

※医師が必要でないと認める時は省略可。腹囲の測定に

代えて、内臓脂肪面積の測定でも可とする 

ＢＭＩの測定 BMI＝体重(kg)÷身長(m)の 2 乗 

血圧の測定  

肝機能検査 ＧＯＴ、ＧＴＰ、γ－ＧＴＰ 

血中脂質検査 
中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロー

ル 

血糖検査 ＨｂＡ1ｃ 

尿検査 尿中の糖及び蛋白の有無 

図表 20：詳細な健診の項目 

項目 備考 

心電図検査 
前年の健診結果等において、①血圧、②脂質、③血糖、④肥満の

全ての項目について、以下の「判断基準」に該当した者 

眼底検査 同上 

貧血検査 貧血の既往歴を有する者または視診等で貧血が疑われる者 

判断項目 判断基準 

①血糖 空腹時血糖＝100mg/dl 以上、またはＨｂＡ1ｃ＝5.2％以上 

②脂質 
中性脂肪＝150mg/dl 以上、またはＨＤＬコレステロール 40mg/dl

未満 

③血圧 収縮期＝130mmHg 以上、または拡張期＝85mmHg 以上 

④肥満 腹囲 男性≧85cm・女性≧90cm(女性)、または BMI≧25 

 

（3）実施期間 

実施期間は、被保険者が受診しやすい時期・時間帯とし、且つ、特定保健指導が年度

内において計画的に完了することを考慮したうえ、毎年度設定するものとする。 
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（4）委託 

特定健康診査を委託できる者は、その前提条件として、「高齢者の医療の確保に関す

る法律」により厚生労働大臣が告示する「特定健康診査及び特定保健指導の実施に関す

る基準（人員、施設又は設備等、精度管理、健診結果等の情報の取扱い、及び運営等に

関する基準）」を満たしているものとする。 

また委託先については、七ヶ浜町国民健康保険の被保険者である住民及び保険者であ

る七ヶ浜町にとって不利益が生じないよう、公平且つ厳正に選定する。 

 

（5）受診券 

受診券については、各医療保険者全国統一の標準的な様式（様式 1－Ｐ45）で発券す

ることとし、受診案内及び質問票（様式 3－Ｐ47）と共に配布するものとする。 

 

（6）周知・案内方法等受診率向上対策 

特定健康診査実施に向けた未受診者対策等の参考として、平成 18・19 年度の糖尿病

予防活動モデル地区指定の花渕浜地区において、基本健康診査のアンケート調査を行っ

た。（図表 33－Ｐ38） 

アンケートを集計した結果、基本健康診査を受けない理由で「健康に自信があるから」

「忙しく面倒である」「病気を指摘されるのが嫌だから」と答えた方があり、そのうち

健診を「10 年以上受けていない」「一度も受けていない」という方が少数ではあるが存

在することも、アンケートを通して把握することができた。 

特定健康診査の周知方法としては、情報提供や啓発活動など、七ヶ浜町広報紙、七ヶ

浜町ホームページ、七ヶ浜ライフカレンダー、健康増進法による検診一括申込書発送な

ど様々な機会を通じて積極的にポピュレーションアプローチ（集団全体への働きかけ）

を行うものとする。また、受診勧奨については、保健推進員、食生活改善推進員をはじ

めとする住民組織による働きかけが特に効果的であると思われ、医療保険者と共に行う

ようにする。 

 

（7）結果通知 

結果通知の様式については、各医療保険者全国統一の標準的な様式「特定健康診査受

診結果通知表」（（様式 3－Ｐ46）にすることとし、その通知方法については郵送とする。 

 

（8）データ管理 

特定健康診査等のデータは、宮城県国民健康保険団体連合会で国の標準的なデータフ

ァイル仕様に基づき構築する特定健診等データ管理システムにおいて一括管理される。 

特定健康診査を受託した者は、健診等結果について、宮城県国民健康保険団体連合会

の特定健診等データ管理システムのサーバにデータを送信し、七ヶ浜町国民健康保険は、

同サーバから情報を得るものとする。 

また、宮城県国民健康保険団体連合会のサーバと七ヶ浜町国民健康保険のシステム端
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老人保健法 
基本健康診査 

（40 歳以上） 

高齢者医療確保法 
特定健康診査 

（医療保険者実施義務・40～74 歳） 

生活機能評価 
（65 歳以上） 

介護保険法 
生活機能評価 

（65 歳以上） 

健康増進法・七ヶ浜町独自 
基本健康診査 
（35 歳～39 歳） 

健康増進法・七ヶ浜町独自 
基本健康診査 
（35 歳～39 歳） 

高齢者医療確保法・努力義務 
健康診査  

（後期高齢者・75 歳以上） 

平成 19 年度 平成 20 年度～ 

労働安全衛生法 
一般健康診断 

（週 30 時間勤務・事業主義務） 

労働安全衛生法 
一般健康診断 

（週 30 時間勤務・事業主義務） 

末の間は、データが外部に漏れることを完全に防止した閉域通信網（専用の光ファイバ

回線）によりオンライン接続されるよう整備する。 

なお、特定健康診査及び特定保健指導の個人ごとのデータについては、一意性を保つ

ために被保険者記号番号を利用して管理できるものとする。 

他の法令に基づく健診（労働安全衛生法に基づく事業者健診等）の結果については、

実施責任者から迅速かつ確実にデータ等が受領できるよう調整するなど、その体制を構

築するものとする。 

 

（9）他の健診との関係 

「高齢者の医療の確保に関する法律」では、労働安全衛生法に基づく事業者健診、学

校保健法に基づく職員の健康診断、介護保険法に基づく生活機能評価は、特定健康診査

よりも実施を優先するとしている。他法優先の対象者抽出について、費用負担なども関

係するので保険者として調査を行う。 

また、特定健康診査以外の七ヶ浜町民を対象にした各種健診（介護保険法に基づく生

活機能評価、後期高齢者の健康診査、健康増進法に基づく 40 歳未満の健康診査、健康

増進法に基づくがん検診等、結核予防法に基づく結核検診）等とは、受診者の利便性等

を考慮しながら、可能な限り同時実施するための調整を行うものとする。 

 

図表 21：制度施行前後における、他の健康診査との関係 
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4 特定保健指導の実施の方法 

 

（1）実施場所 

特定保健指導の実施場所については、対象者の利便性を考慮し、七ヶ浜町内の公共施

設等に設置する。 

 
（2）実施内容・項目 

指導区分 実施内容・項目 

①情報提供 ○健診結果通知を行う際に、個人の生活習慣やその改善に関す

る基本的な情報を提供する。 

・健診結果の見方についての説明 

・メタボリックシンドロームや生活習慣病に関する基本的知

識 

・食事バランスガイドに基づく食生活についての知識 

・運動指針に基づく運動習慣の推奨 

・健康増進施設などの社会資源の紹介 

②動機づけ支援 ○健診結果やアセスメントより対象者の生活習慣や行動変容

のステ－ジを把握し、対象者が自分の生活習慣の改善点や伸

ばすべき行動に気付き、目標を設定し行動に移すことができ

るよう支援する。 

【面接】 

・生活習慣改善の必要性の説明 

・食生活、運動等の生活習慣改善に必要な実践的な指導行動

目標・行動計画の作成 

・評価‥‥再検査、アセスメントによる評価 等 

③積極的支援 ○健診結果やアセスメントより対象者の生活習慣や行動変容

のステ－ジを把握し、対象者が自分の身体に起きている変化

を理解できるよう促す。 

○対象者が行動変容の必要性を実感できるよう働きかけ、かつ

実践可能な行動目標を選択できるよう支援する。 

○対象者が行動目標を達成するために必要な支援計画をたて、

行動が継続できるよう定期的・継続的に介入する。 

【面接】 

・生活習慣改善の必要性の説明  

・食生活、運動等の生活習慣改善に必要な実践的な指導 

・行動目標、行動計画の作成 

【個別およびグループ支援】 

・食生活・運動等の生活習慣改善に必要な実践的な指導 

・取り組んでいる実践と結果についての再アセスメント 

・行動計画の実施状況の確認と確立された行動を維持するた

めの賞賛や励まし 

【評価】 

・評価‥‥再検査・アセスメントによる評価 等 
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（3）実施にあたっての留意事項 

特定保健指導の実施場所については、対象者の利便性を考慮し、七ヶ浜町内の公共施

設等に設置する。 

①プライバシーの保護について 

保健指導の実施にあたっては、プライバシーの保護に努め、対象者が安心して自

分のことを話せるような環境を整える。 

②個人情報保護について 

健診データ・保健指導記録は個人情報であるため、それらの管理方法は個人情報

保護法や七ヶ浜町情報公開及び個人情報保護に関する条例等に基づき、適切に扱う。 

③フォローアップについて 

支援終了後にも、対象者からの相談に応じられる仕組みをつくる。 

④積極的支援における保健指導実施者について 

糖尿病等の生活習慣病の予備群に対する保健指導は、個人の生活行動、行動の背

景にある健康に対する認識、そして価値観に働きかける行為であり、保健指導実施

者と保健指導対象者との十分な信頼関係が必要であることから、同職種が数回にわ

けて行う場合は、できる限り同じ者が実施することが望ましい。 

⑤保健指導の対象者について 

糖尿病等の生活習慣病の予備群に対する保健指導は、対象者の行動変容とセルフ

ケア（自己管理）ができるようになることを目的とするものであり、保健指導を実

施する際には、家族等代理者ではなく、対象者に直接行うこととする。 

 

（4）実施時期・期間 

特定保健指導の実施時期・期間については、初回面接後 6 ヶ月間とし、対象者が参加

しやすい曜日、時間帯に設定する。 

 

（5）周知・案内方法 

特定健康診査会場において特定保健指導実施の周知をするとともに、対象者には、「特

定健康診査受診結果通知表」郵送の際に案内文書を同封する。また、目的や必要性につ

いては、特定健康診査と同様に周知を図るものとする。 

 

（6）利用券 

特定保健指導の利用券については、各医療保険者全国統一の標準的な様式（様式 2－

Ｐ46）で発券することとし、「特定健康診査受診結果通知表」と共に被保険者へ郵送す

るものとする。 

 

（7）実施に係る体制 

外部委託は行わず、職員、非常勤職員及び臨時職員において特定保健指導を実施する。

なお、集団指導時においては、医師、健康運動指導士により実施する場合がある。 
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（8）対象者の抽出（重点化）の方法 
特定健康診査結果から、内臓脂肪蓄積の程度とリスク要因の数等に応じてレベル別

（動機付け支援・積極的支援）に保健指導を行うため対象者の選定を行う。選定方法は

厚生労働省の「標準的な健診・保健指導プログラム（平成 19 年 4 月・確定版）」にお

いて示されている手順で行う。基本的に保健指導は選定した対象者全員に実施する方針

であるが、優先順位や未指導者対策として下記の方法で行う。（図表 34－Ｐ39） 
① 年齢が比較的若い（40～50 歳代）対象者 
② 高血圧が高リスクで未治療の対象者 
③ 特定健康診査結果が前年度と比較して悪化している対象者 
④ 生活習慣改善の必要性が高い対象者 
⑤ 上記に適用する対象者であったにもかかわらず保健指導を受けなかった対象者 

 
（9）実施に関する年間スケジュール 

平成 20 年度を例にした「特定保健指導の実施に関する年間スケジュール」（図表 38

－Ｐ43）のとおりとする。 
 
（10）医療保険者としての保健指導の考え方 

特定保健指導を実施する際に、健診機関の医師が直ちに医療機関を受診する必要があ

ると判断しているにもかかわらず、対象者が受診していない場合は心血管疾患、脳血管

疾患等の予防として対象者を家庭訪問等で指導、受診勧奨を行う。 
 

5 特定健康診査等の個人情報の保護 

 

（1）記録の保管方法 

特定健康診査等の記録を保存する場合には、保存媒体の劣化防止など個人データが消

失しないよう適切に保存する。保存にあたっては、インデックスの整備など検索可能な

状態で保存しておく。 

記録の保存年限は 5 年とする。また、他の医療保険者に異動する等加入者でなくなっ

た場合は、異動年度の翌年度末まで保管する。 

 

（2）記録の保管体制 

取扱う個人データの漏えい、滅失又はき損の防止、その他個人データの安全管理のた

めに必要かつ適切な措置を講ずる。 
職員等に個人データを取り扱わせるにあたっては､当該個人データの安全管理が図ら

れるよう当該職員等に対する必要かつ適切な監督を行う。 
個人データの取扱いの全部又は一部を委託する場合は、その取扱いを委託された個人

データの安全管理が図られるよう、委託を受けた者に対する必要かつ適切な監督を行う。 
なお記録の保存については、宮城県国民健康保険団体連合会に委託する。 
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（3）記録の管理に関するルール 

特定健康診査等の記録の取扱いについては、個人情報の保護に関する法律及びこれに

基づくガイドライン（「健康保険組合等における個人情報の適切な取扱いのためのガイ

ドライン」）を参考に、「七ヶ浜町情報公開及び個人情報保護に関する条例」「七ヶ浜町

セキュリティ基本方針」等に基づいて行う。 
なお、保有個人データの利用目的の通知、開示、訂正、利用停止、苦情の申し出等窓

口については、七ヶ浜町町民課とする。 
なお、特定健康診査、保健指導を実施する際に対象者から取得した個人情報は、図表

22 の利用目的に使用するものとする。 

 

図表 22：個人情報の利用目的 

①保健事業に必要な利用目的 
・健康の保持・増進のための健診、保健指導及び健康相談 
・健診の委託 
・健診結果の事業者への提供 
・被保険者への医療費通知 

②国民健康保険の安定化に必要な利用目的 
・医療費分析・疾病分析 
・医療費分析及び医療費通知に係るデータ処理等の外部委託 

③その他 
・国民健康保の管理運営業務のうち、業務の維持・改善のための基礎資料 

 

6 特定健康診査等実施の組織体制 

 

七ヶ浜町国民健康保険の保険者である七ヶ浜町の組織体制としては、特定健康診査の

実施主管を健康増進課とし、制度運営、財政運営及び特定保健指導の主管を町民課とす

る。 

 

7 特定健康診査等実施計画の公表及び周知方法 

 

特定健康診査等実施計画を策定、見直し又は訂正した時は、遅滞なく公表するものと

する。 
なお、特定健康診査等実施計画書については、七ヶ浜町町民課において閲覧できる他、

内容の一部を七ヶ浜町広報紙及び七ヶ浜町ホームページに掲載し、広く町民に周知する。 
また同様の機会を通じ、特定健康診査等を実施する趣旨の普及啓発に努めるものとす

る。 
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8 特定健康診査、特定保健指導の評価及び特定健診等実施計画の見直し 

 

本実施計画に掲げた特定健康診査・特定保健指導の実施率、メタボリックシンドロー

ムの該当者及び予備群の減少率についての目標値達成状況については、毎年度の成果と

して客観的に評価していく。 
この他、レセプトを活用した分析も併せて実施することにより、特定健康診査・特定

保健指導を総合的に評価し、改善点を毎年度検証するものとする。 
 

（1）特定健康診査、特定保健指導の総合的評価 

 特定健康診査実施率 

 特定保健指導の実施率 

 メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率 

※目標値達成状況の検証等に用いる様式は、様式 5(Ｐ49)「特定健診・特定保健指

導実施結果報告」によるものとする 

 

（2）レセプトを活用した評価の主な例 

①利用するレセプトの抽出 

 当該年度における評価対象のレセプトは、翌年 5月診療分とする 

 「レセプト分析対象病名一覧」に該当する全疾病を抽出する 

②疾患特徴の分析 

 生活習慣病に関する全疾病分析 

 高額レセプト、長期レセプト、重複疾病を分析 

 他市町村とのデータ比較分析 

 重症化予防、合併症予防の成果分析 

 

（3）個人の評価 

 健診受診者ごとの腹囲、体重、血圧等の改善 

 腹囲の増加、体重の増加等が認められないこと、追加リスクがないこと（現状

維持） 

 動機付け支援、積極的支援の対象者については、生活習慣の変化（食事、運動、

喫煙等）、行動変容の準備段階（ステージ）の変化、設定目標の達成状況 
 

（4）特定健康診査等実施計画の見直し 

上記の評価等の結果により、本特定健康診査等実施計画の見直しが必要となった場合

はその都度行うものとする。但し、計画書の内容に重要な変更が生じる場合は、七ヶ浜

町国民健康保険運営協議会において審議を行う。また、第 1 期の中間期にあたる平成

22 年度は、定期的な見直しを行う年度とする。 
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図表23:健 診口保健指導計画作成のためのアセスメント表

宮城県 【平成17年度】 七ヶ浜町 【平成18年度】

総人日
※各年度の3月31日数値

2,344,569A 21,296ノ(

高齢化率
※各年度の3月31日数値

473,056人 /20.2% 4,126人 / 19,4%

死亡の状況

※数値=全 住民

順位 原 因 10万対
65歳未満

怯 基 原 因 10万対
65歳未満

け 歎

第1位 悪性新生物 悪性新生物 1809

第2位 心疾患 12.て 心疾患 115。9 12.0

第3位 脳血管疾患 脳血管疾患 106.6

第4位 肺 炎 肺炎

第5位 不慮の事故 35.( 老哀 0

※数値=全 住民

介護保険第2号被保険
者(65歳未満者)の原因
疾患

原 因

要介護1、
2、3の割

合

要介護4、
5の割合

原 因

要介護1、
2、3の割

合

要介護4、
5の割合

第1位 脳血管疾患 53.3 脳血管疾患

第2位 関節リウマチ 関節リウマチ

第3位 がん(末期) 変形性関節炎

第4位 初老期における
認知症

55。4 小月凶変性症

第5位 糖尿病性神経障
害・腎症・網膜症

58,2 骨折を伴う
骨粗慈症

100_0

Jド!! ね 蘭     べ 鶴 諏 強 鋤 ふ 紹 騨 祟 ボ
宮城県 【平成18年度】 七ヶ浜町 【平成18年度】

健診・保健指導の状況

40～74歳受診者数

有所見順位

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

第9位

第10位

24

有所見項 目

総コレステロール

肥満度

高血圧

中性脂肪

心電図検査

ヘモグロビン

ヘモグロビンAlc

血糖

γ―GTP

CPT

100

人数

104,545

75,460

67,258

52,786

41,537

38,423

33,380

26,223

24,307

22.988

割合

43C

3 1 C

277

217

17.1

15.8

13,7

1 0 8

1 0 . C

9 . [

2

有所見項目

総コレステロール

肥満度

中性脂肪

高血圧

γ一GTP

貧血

GPT

血精

心電図検査

ヘモグロビンAlc

882

割合

49.391

3669b

30.290

29,990

121%

11,l16

9690

8.9%

4.4%

4,3%

勢i淵躍聾率言ラ謝甜1陛鱗準誘認に‖峰議締躍       禅 と コ ヱ 纏 ネ ミ耐沼

宮城県 【平成18年度】 七ヶ浜町 【平成18年度】

餃 保 阪 有 結 家

※平成18年9月30日数値
851,647 7,088

10～74歳被保険者数/割 合(%) 450,400  (52.990) 3,964  (55.916)

〕5～74歳被保険者数/割 合(%) 194,463  (22896) 1,770  (25,0%)

医療の状況

※平成19年5月診療・

国保40～74歳

治療者数
宜 市 宏 石

に 占 め る

」 旨l谷

総人数に
対する割 治療者数

宝 再 僚 石

に 占 め る

」 断l谷

総人数に
対する割

△

虚血性心疾患 33,03C 7.9%

脳血管疾患 27,59C

糖尿病 137% 13.8引

高血圧症 130,748 2909b 30,9%

一人当たり医療費
※宮城県=36市町村

一
般 206,287円 197,394円    (29位 )

退職 396,544円 405,771円    (12位 )

老人 771,983円 803,448円     (9位 )

全体 367,931円 360,199円     (20位 )
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図表24:脳 血管疾患及び心疾患の標準化死亡比

【標準化死亡比について】
死亡率は通常年齢によつて大きな違いがあることから,異なつた年齢構成を持つ地域別の

死亡率を、そのまま比較することはできない。比較を可能にするためには標準的な年齢構成
に合わせて、地域別の年齢階級別の死亡率を算出して比較する必要がある。
標準化死亡比は、基準死亡率(人口10万対の死亡数)を対象地域に当てはめた場合に、

計算により求められる期待される死亡数と実際に観祭された死亡数とを比較するものである。
我が国の平均を100としており、標準化死亡比が100以上の場合は我が国の平均より死亡

率が多いと判断され、100以下の場合は死亡率が低いと判断される。
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図表32

②高nE碇 予簡こ治腐の階層化7□ ―口

最高ユE:1

最拒山E:て

封
諸

40～ 159minHg
または

10～99mmHE

車 円エエ :19U～ 1′じmmHE

または

最経由圧 :100～ 109mmHg

FREL:lStlmmHg以 ェ
または

EI血 圧:110mmHg以 上

脳

出出血・脳極基・祭症候性鵬血管疾患

一通性脳虚血発作白秘知機能障害

高trスク

なし あり

●臓 狭心症・●筋極喜・心不全

なし あ り

官臓 腎不全

なし あ り

血 管 閉曇性動脈疾患・大動脈揮難

な し あ り

|

心■国 左豊肥大

な し あり

腎臓
血清クレアチニン

男性 ≧13mg/d,・ 女性 と 2ヽmg/dl

なし あ り

1 1 、 1

血管 助脈寝化性プラウ

-2

なし あり

□ 喫煙 あり

□ 年齢 男性 60歳 以上 女 性 65歳 以上

□ 家族屋 着年発売の心血皆疾患
な し あ り

１
次
健
診

ロ 脂貫代鮒異常
本ぃSF

□ 肥 積

腹囲 男性 85cm以 上 女 性 90cm以上

または、BM125以上
なし あり

2次 ロ ヌ中柱ニアルブ革 3 0 m g 以 上
ヤol:ユ 11

上配 のチェ ク項目恒3賞   ヤ p14田定-1 格尿病

0～ 2個 3□以上 をし あり

最高血E:140～ 159mmHg

または

最低血E:90～ 99mmHg

最高血E:160～ 179rnmHg

または

最低血圧:100～109mmHg

ほ
“
ス
ク

中

毒

町

タ3カ月空に140/9空mHg411■_J 1カ月後に140/90mmHg以 上なら

慢性腎不全

(現痛庭又は既住E)

'tじE■ 高山工学差親 「高敗L沿 康ガイ トライン28B4Jの 参照箇所
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閣 J
以
お

四
者

アンケート質問 回答

申し込まない理由
「職場・学校の健診
で受ける」

らなたは、日頃は何をされていま
すか?

D会社勤務 ②パートや
アタレノミイト Э自営業 Э事業主婦 Э無職 Эその他 未回答

1

「会社勤務」「パートやアルバイト」
と答えた方へ。週に約何時間勤務
していますか?

D週 30時間
以上

②週30時間
未満

未 回答

厨 足 健 移 娯 Hこ 可体 り 畦 を 、原
揚 1  マr i 夕、キ ャ■あ、9

未受診の方の理由は? ※ 複数
回答可

①定期的に
病院で管理

の人間ドッ
クを受けて
` る`から

③健診を受
ける予定
だった会社
を辞めたか
ら

Эその他 末回答

申し込まない理由
「その他」

あなたは、日頃は何をされていま
すか?

①会社勤務 Dパートや
戸ルノミイト D自営業 ⊃専業主婦 D無職 Эその他 末回答

健診を申し込まない「その他」の理
由は? ※ 複数回答可

D自 主的に
病院で受け
ている。人
間ドック含
む

〕健康に自
言があるか Э忙しく面

到である

④病気を指
摘されるの
が嫌だから

D受 診した
` がヽ健診時
間内に行け
佐い

⑥受診した
いが会場ま
で行けない

Эその他 未回答

鮭診は受けていますか? D毎 年受診 ②昨年は受
診

③5年以内
に受診

④10年以上
受けていな
い

9今 まで一

章も受けて
″ヽない

未回答

診1夕ています か ?
]容

「受ける。受けない」
が未回答

6

わなたは、日頃は何をされていま
すか ?

Э会社勤務 ②パートや
アルタミイト

Э自営業 ⊃専業主婦 D無職 Эその他 末回答

感診は受けていますか? ⊃毎年受診 ⊃昨年は受
珍

勧5年以内
こ受診

Э10年以上
受けていな

⑤今まで受
けていない 末回答

1

健診を毎年受けていない理由
は?

※複数回答可

①自主的に
病院で受け
ている。人
間ドック含
む

⊃健康に自
言があるか
う

Э忙しく面
到である

④病気を指
摘されるの
が嫌だから

⑤受診した
いが健診時
間内に行け
ない

ら受診した
′ヽが会場ま
で行けなVヽ

Dその他 未 回答

申し込んだが、受診
しなかつた

あなたは、日頃は何をされていま
すか ?

D会社勤務 ②パートや
アルノミィト Э自営業 Э専業主婦 D無職 Эその他 未回答

特定健診項 目と同様の健診を、通
去受診したことがありますか ?

Э毎年受診
Э昨年は受
診

③5年以内
に受診

Э10年以上
受けていな

D今まで一

支も受けて
″ヽない

未回答

1

鰭診を毎年受けていない理由
は?

※複数回答可

①自主的に
病院で受け
ている。人
間ドック含
む

⊃健康に自
言があるか Э忙しく面

倒である

④病気を指
摘されるの
が嫌だから

⑤受診した
いが健診時
間内に行け
ない

⑥受診した
いが会場ま
で行けない

Эその他 末回答

国表33:平 成18,19年度糖尿病予防活動モデル地区(花斑浜)における、特定健康診査実施に向けたアンケート集計結果

●平成19年7～8月実施 ●アンケート対象者数=109名 ●回収=81名(74,3%)

【アンケーH凝要】
0本 アンケートは、特定健診実施に向けたもので、特に未受診者対策の参考とするために行った。期間=平 成19年7月末～8月上旬
●対象地区は、平成18～19年度糖尿病予防モデル地区の花測浜。アンケート対象者=109名

●回収については、花測浜地区保健推進員の協力で行った。回収=81名 (743%)
アンケート分析】

法により事業主に健診義務が週30時間以上勤務のある者は、6名だった。週30
時間未満であっても、1名を除き健診を受診していた
②「申し込まない理由=そ の他 |について 《回収者数=31名 》
●町の基本健診を受けない理由が「その他」と回答した者のうち、理由で最も多い回答は「自主的に病院で受けている。人間ドック含む」で20名(645%)
だった。「健康に自信があるから(4名)」「忙しく面倒である(2名)」「病気を指摘されるのが嫌だから(2名)」と回答した者もいた。
●「健康に自信があるから(4名)」のうち、健診を10年以上受けていない=1名 、今まで一度も受けたことがない=1名

0「忙しく面倒である(2名)」のうち、健診を10年以上受けていない=1名

●「病気を指摘されるのが嫌だから(2名)」のうち、健診を10年以上受けていない=1名 、今まで一度も受けたことがない=1名

0「自主的に病院で受けている。人間ドック含む(20名)」と答えた者のうち、毎年健診を受けている者=11名

③「受ける・受けないが未回答|について 《回収者数=6名 》
0「健診を毎年受けていない理由(回答5名)」のうち、「自主的に病院で受けている。人間ドック含む」=4名

の「申し込んだが、受診しなかった について 《回収者数=29名 》
●「健診を毎年受けていない理由(回答20名)」のうち、最も多い回答が「自主的に病院で受けている。人間ドック含む」=11名

0「今まで一度も健診を受けたことがない(1名)」の理由は、「病気を指摘されるのが嫌だから」
※「今まで一度キ)健診を受けたことがない(計4名)の うち、平成18年9～19年4月分診療(レセプト)あり=2名 、「10年以上健診を受けていない(計5名)の う
ち、平成18年9～19年4月分診療(レセプト)あり=0名
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糖尿病等生活習慣病予防のための健診 ・保健指導
健診から保健指導実施へのフローチャート

現時点では他の健診等結果不明のため以下の対象者から除く

1056人

特定保健指導

i   l160人

◆特定健移の受診勧

巽く例 :健珍受移の重

要性の普及啓発、高易

控彦の実施による受移
勧奨)

◆かかりつけEと 保健指導実施
者との連様
◆学習教材の共同使用
◆医震機関におtする診張報酬上
の生活習使病管理料、栄養食事
指導料の積極的活用
◆お盛中断者対策及び未受移者
対策としてのレセプトと怪移データ
の実合・分析

4 0能 ～7 4と の

病性腎症

:…[』昌雪垂普窪暑畳警雪
…
:

332人       210人

◆医壊機関を受彫する必要
性について通知・説明
◆通切な生活改善や受移行
動が自分て選択できるよう支
援

壇別に働をかけを
行つた人の政

◆健診結果の見方に
ついて通知・説明

: ……
……

:

:   実 施者数  :

!   2 1 0 人 :

◆対象者の特徴に応じた行動
女暮をlRす保怪指導の実施
◆行め 目標・計画の策定
◆健酵結果により、必要に応じ
て受珍勧奨を行う

★特定保に
指導実施車

降 〕
30.296

■言亮雰■の1導草i十ユ

かかりつiナほとこ
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図表39:保 健指導実践者研修プログラム

分 野 学 習 内 容 時 間 教育方法

1.基礎編 1)健診 ・保健指導の理念

90う)

(2単位)

・講義

。演習

2)保健指導(概論)

保健指導の基本的事項(「情報提供」「動機

づけ支援」「積極的支援」の概要)

3)保健指導(各論)

保健指導の特徴 (身体活動・運動、食生活、

たばこ、アルコール)

2.技 術編 1)メタボリックシンドロームの概念

健診結果と身体変化・生活習慣の関連

120う)

(2.7単位)

・講義

・演習

2)行動変容に関する理論

3)生活習慣改善につなげるためのアセスメント・

行動計画

4)「情報提供」「動機づけ支援」「積極的支援」の

内容

5)生活習慣病予防に関する保健指導

。身体活動・運動に関する保健指導

・食生活に関する保健指導

。たばこ・アルコールに関する保健指導

120う)

(2.7単位)

・講義

・演習

6)1)～ 5)を踏まえた保健指導の展開(演習) 45う)

(1単位)

・講義

・演習

7)保健指導の評価 45多)

(1単位)

・講義

・演習

△
日 計

420夕)

(9.4単位)
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様式 3

質問翼

保険者番号 保険者名

質 問  票

氏  名

生年月 日

記 入 日

※ 各 自ご記入下 さい

質問項目

選択肢 回答欄
現在、aからcの薬の使用の有無

1 aゃ 血圧を下げる薬 ①はい     ② いいえ

Ｆ

Ｆ

b イ ンスリン注射又は血糖を下げる薬 ①はい     ② いいえ

c コ レステロール を下げる薬 ①はい     ② いいえ

4
重師から、脳卒中(n曽出血、脳便基等)に かかつているといわれたり、治療を
受けたことがありますか。

①はい     ② いいえ

室師から、心臓病(狭心症、心筋榎塞等)に かかつているといわれたり、治療を
受けたことがありますか。

①はい     ② いいえ

玉師から、慢性の腎不全にかかっているといわれたり、治療(人工透析)を受けた
ことがありますか。

①はい     ② いいえ

7 医師から、貧血といわれたことがある。 ①はい     ② いいえ

8

亮在、たばこを習慣的にす つている。

(※「現在、習慣的に喫煙 している者Jとは、「合計100本以上、又は6ヶ月以上

及つている者」であ り、最近lヶ月間 も吸つている者)

①はい     ② いいえ

9 20歳のときの体重から10kg以上増加 している。 ①はい     ② いいえ

1回30分以上経 く汗をか く運動を過2日以上、1年以上実施 ①はい     ② いいえ

11 日常生活において歩行又は同等の身体活動をlHl時 間以上実施 ①はい     ② いいえ

ほぼ同 じ年齢の同性 と比較 して歩 く速度が速V ①はい     ② いいえ

この1年間で体重の増減が±3kg以上あった。 ①はい     ② いいえ

人 と比較 して食べる速度が速V ①早い ② ふつう③遅V

就寝前の2時間以内に夕食をとることが週に3回以上ある。 ①はい     ② いいえ

夕食後に関食(3食以外の夜食)をとることが週に3回以上ある。 ①はい     ② いいえ

調食を抜くことが週3回以 にある。 ①はい     ② いいえ

お植 (清酒、焼酎、ピール、洋酒など)を飲む頻度
①毎日     ② 時々

③ほとんど飲まない(飲めない)

次酒日の1日当たりの飲酒量  清 楢1合(1 8 0 m l )の目安:ビール中瓶1本(5 0 0 m l )
尭酎35度(8 0 m l )、ウイスキーダブルー杯(6 0 m l )、ワイン2杯(2 4 0 m l )

①l合未満    ② l～2合未満
③2～3合未溝  ① 3合以上

睡眠て休養が十分 とれてい るこ ①はい     ② いいえ

匡動や食生活等の生活習慣を改善してみようと思つていますか。 ①改善するつもりはない

②改善するつもりである

(概ね 6か 月以内)

③近い うちに(概ね 1か月以内)

改善するつもりであり、

少しずつ始めている

④既に改善に取 り組んでいる

( 6 か 月未 満 )

⑤班に改善に取 り組んでいる

(6か月以上)

生活習慣の改善について保健指導を受ける機会があれば、利用しますか。 ①はい     ② いいえ
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様式 5

特定健診・特定保健指導実施結果報告

特定健診 ・特定保健指導実施結果報告 (案)
(平成XX年度)

Z29/ZZ9頁

平成XXttXXtt XX日 作 成

総計 ・男性 ・女性

項 目 今年度 昨年度 増滅

1

全 体

健診 対象者 数

2 建診受診者教 (人)

3 鷺診 受診 率 (%)

4 評価 対象者 牧 (人)

5

内臓脂肪症 候群

内隣 脂肪症侯群該 当者数 (人)

6 臓ヽ脂肪症候群該当者割合 (6/6)

7 杓臓 脂肪症侯 辞予備 群者数 (人)

有臓脂肪症候群予備群者割合 (°/c)

服案 中の者

血圧 を下 げ る服薬用者 の数 (人)

血圧 を下 げ る服薬 用者 の割合 (°/。)

ヨ レステ ロール を下げ る服薬用者 の数 (人)

ヨレステロールを下げる般薬用者の割合 (%)

インスリン使用 ・血糖を下げる服薬用者の数 (人)

インス リン使 用 ・血糖 を下 げる服薬用者 の割 合 (%)

内臨脂肪症 候群

該 当者 の減少 率

咋年度 内臓脂肪症候群該 当者 の数 (人)

15のうち、今年度内鵬脂肪症候辞予億群の数 (人)

15の うち、今年度内臓脂肪症候群 予備 辞 の割 合 (%)

15のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者 ・予備群
ではなくなつた者の数 (人)

15のうち、今年度内臨脂肪症候群該当者 ・予備群
ではなくなった者の割合 (S/6)

月践 脂肪症候群該 当者 の減 少率 (%)

21

内臓脂肪症 候群

予備群 の減少率

昨年度 内臓脂肪症候群予備 群 の数 (人)

21のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者 ・予備群
ではなかった者の数 (人)

21のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者 ・予備群
ではなかつた者の割合 (°/。)

保驚指導対象者の

減少率

昨年度特定保健指導の対象者数 (人)

24のうち、今年度は特定保健指導対象ではなかった
者の数 (人)

特 定保健指 導対象者 の減少 率 (%)

特 定保 倦指導利 用者 の数 (人)

27の うち、今年度特定保健指導 対象 で はなか った者 の数 (人)

今定保健指 導 に よる特定保健指 導対象 者 の減 少率 (%)

特定保健指 導

侍定保健指導対象者数 (積極的支援)(人 )

侍定保健指導対象者の割合 (積極的支援)(%)

眼薬中のため特定保健指培(積極的支援)の対象者から
余外した者の数

侍定保健指導利用者歓 (積極的支援)(人 )

持定保健指導利用者の割合 (積極的支援)(%)

特定保健指導終了者数 で積極的支援)(人 )

侍定保健指導終了者 の割合 (積極的支援)(%)

37 キ定保 健指 導対象者 数 (動機付 け支援)(人 )

寺定保健指導対象者の割合 (動機付け支援)(%)

限菜 中のた め特定保健指導 (動機 付 け支援)の対 象者 か ら
余外 した者 の数

侍定保健指導利用者数 (動機付け支援)(人 )

侍定保健指導利用者の割合 (動機付け支援)(%)

特定保健指導終了者教 (動機付け支援)(人 )

特定保健指導終了者の割合 (動機付け支援)(%)

侍定保健指導対象者数 (小計)(人 )

侍定保倦指導終了者 数 (小計 )(人 )

特定保健指導終了者の割合 (小計)(%)
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特定健診・特定保健指導実施結果総括表(年齢階級別)

特定健診 ・特定保健指導実施結果総括表 (案)
(平成XX年度)

2 2 9 ′Z 2 9 貢

平成獄年Xl月XX口 作 成

整 汁  男 性 ・女性

SS～69確 40～ 64出 65-74自 計
宙 合

全体

t診対象者敬

は診受診者戦 く人)

=務資め卒 (%)

子価 対 曇者 改 く人)

内座臆け症俵革

いヽほけFt侯辞は当者教 (人〕

日ヽ騎防虚候津技当者割合 (%)

杓H晴 防 定 侯辞予 脩辞者軟 (人)

,い痛め定候球予脩準者笥台 (%)

茂案中の者

LEを 下げるほ薬用者の数 (人〕

LEを 下げるEl浜用者のコ合 (9t)

ヨレステ 0-ル を Flするほ養用者の社 (人)

,レステEl―ルを下げるほ案用者のヨ合 〈%)

rン スリン使用 ・nL時を下げる取張用者のよ (人)

インスリン使用 ・五構を下げる肥奏用者の観合 (a/r)

内い 憶 防症 侯辞

十年 度 内い ほ 防症 候群 藤 当きの虫 〈人〕

5の うち、今年度内真お肪定候酷予脩津の致 〈人)

5の うち、今年度内い植肪住候辞子輛いの翻合 (%)

Sの うち、今年度内B情 防立候津恵当者 ・千備辞

15のうち、今年度内い店肪定候群藤当者 ・予億球
ではなくをった者の引合 (%)

B店 防症侯拝藤当者の減少革 〈%)

内巨情肪定候時
予は球の減少率

1年 度内臨情防定偉球予備球の改 (人)

1 の うち、今年 度 内B t t D E 候 時環 当者 ・予偏 幹

Cはなかつた者の強 く人〕

■の うち、今年度内B浦 肪定候球藤当者 子 脩韓

象 者の

済少串
,定 保佐指導利用者の教 く人)

7の うち、今年度特定保に情尊対とではなかつた者の強 (人)

定保健指部による特定保佳指尊対各者の法少中 (%)

定保は指尊対寡若政 (稿極的支援)(人 )

３‐
一
３２
一
３３
一
３４
Ｔ
３５

一
３６

一
卸

一
証

一
無

一
賀

定保億指導対各者のa合 (積極的麦壊)く %)

E張 中のため特定保健指専〈fR極的まほ)の対生者から

卓定保健指導利用者政 て常極的支援〕

守定保に指喜利用者の割合 (忠極的文tR〕 (%)

定保確格専驚了者章 (積極的京ほ)(人 )

浄定保確指専終了者の都合 て段極的京慢)(%)

,定 保に指喜対象者歓 (動機付け友優)く 人)

1定 保 店指 導 付曇者 の割 合 〈動機 付 け支捜〕 〔%)

R案 中のため特定保に指導 (動機付け支tE)の対禄者から

1定 保佐指軍利用者出 て動機付け支援〕 (人〕

キ定保体指4利 用者の割合 く動機付け支援)(%)

草定保健指導継7者 数 (動取付けま優)て 人)

,定 保億指導終了者の割合 (動機付け支盤)(%〕

与定保体指導対農者独 (小計〕 (人〕

,定 保体指専離了者弦 (小計)(人 )

時定保 健指革 様 了者のt r合 (小, 1 ) ( 3 / 9 )
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